
参考資料１

回答市町村数：４０

Ⅰ　全体状況（プラスチックや食品廃棄物に限らず）に関する調査

１　一般廃棄物処理の手数料について

（１）生活系ごみ処理の有料化状況

有料化している 一部有料化している有料化していない

市町村数 22 12 6

＜有料化していない理由＞

・ごみ減量化に向けて家庭系ごみの有料化よりも他の施策の実施を優先しているため。

・ごみ袋販売手数料をいただいているから。

（２）事業系ごみ処理の有料化状況

有料化している 一部有料化している有料化していない

市町村数 29 3 7

＜有料化していない理由＞

・事業者が自己処理しているため

プラスチックや食品廃棄物に関する市町村現状調査【結果】

・ごみ減量化のための補助制度や各種啓発を実施しており、有料化による意識改革や負担の

　公平性を求めていないため。

・町の許可業者より組合へ直接排出されているので、町が単独で手数料を徴収する理由が

　ないため。
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２　排出量の把握状況について

実施している 実施していない

市町村数 2 38

把握している 把握していない

市町村数 1 37

Ⅱ　プラスチック廃棄物に関する調査

１　プラスチックごみの分別について

（１）ペットボトル、白色トレイ、容器包装プラスチック以外のプラスチックごみの分別状況

分別している 分別していない

市町村数 5 35

＜分別している種類＞

・容器包装プラスチック以外のプラスチックをその他プラとして収集

・粗大ごみ系プラスチックごみ

・CD、キャップ、発泡スチロール

（１）独自（一般廃棄物処理事業実態調査以外）のプラスチックや食品廃棄物の排出量調査を

　　　実施状況

（２）上記（１）において独自調査を実施していない場合におけるプラスチックや食品廃棄物量

　　　の把握状況
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（２）分別の対象となっていないプラスチックごみの分類

可燃 不燃 両方

市町村数 30 9 1

２　ごみ袋の指定について

（１）袋を指定してごみを搬出する場合における指定ごみ袋の義務付け状況

すべて義務付け 一部義務付け 義務付けていない

市町村数 27 6 7

可燃

75%

不燃

22%

両方

3%

分別しないプラスチックごみの処理状況
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（２）指定ごみ袋の素材

バージンプラ 再生プラ 生分解性プラ その他

市町村数 30 2 1 0

３　プラスチックごみに係る市町村の取組み状況について

実施している 実施していない

市町村数 15 25

＜事業内容＞

・リサイクルの拠点施設にてプラスチックごみの受入れ

・レジ袋有料化の推進

・プラスチックごみを可燃物として焼却

・オリジナルマイバック製作の事業着手
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Ⅲ　食品ロス・食品廃棄物に関する調査

１　食品ロス・食品廃棄物の減量化に向けた取組みについて

（１）家庭での食品ロスまたは食品廃棄物削減に向けた働きかけ

実施している 実施していない

市町村数 32 8

＜実施内容＞

・段ボールコンポスト、生ごみ処理機等の購入補助

・食べきり運動の周知・啓発

・３Rクッキング講座実施団体への講師派遣等の支援

（２）地域の外食産業や小売業等の事業者に対する働きかけ

実施している 実施していない

市町村数 9 31

＜実施内容＞

・食べきり運動、「3010」運動の周知・徹底
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（３）フードドライブについて

知っている 知らない

市町村数 17 23

（４）フードバンクについて

実施あり 実施なし

市町村数 4 36

＜食品の流通経路等＞

・実施者：社会福祉協議会等

・主な流通経路：一般、企業→社会福祉協議会→生活困窮者等
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（５）地域の企業等との協働の取組みについて

実施あり 実施なし

市町村数 2 38

＜取組み内容＞

（６）食品ロスまたは食品廃棄物に係る取組みを行う事業者またはNPO法人等に対する支援状況

実施あり 実施なし

市町村数 4 36

＜支援内容＞

・食品ロス削減や食品廃棄物削減（生ごみの水切りなど）について、広報紙やイベント等で啓発

・ダンボールコンポスト普及推進事業への補助

・ぼかし製作業務委託

・事業者への助言、アドバイス

・オリジナルマイバック事業（前出：上記Ⅲ １ (5)）により間接的に支援

・登録店舗での食べきりをポイント制とし、ポイントを貯めることでオリジナルマイバックと交換する取

組み（プラスチックごみ対策としての側面もあり）
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